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数学Ⅰ 第３章 ２次関数 

第１節 ２次関数とグラフ 

 １限目 Ｐ７０～Ｐ７３ 関数とグラフ 

 ２限目 Ｐ７４～Ｐ７７ ２次関数のグラフ（１） 

 ３限目 Ｐ７８～Ｐ８１ ２次関数のグラフ（２） 

 ４限目 Ｐ８２～Ｐ８４ ２次関数のグラフ（３） 

 ５限目 Ｐ８５～Ｐ８７ ２次関数のグラフ（４） 

 ６限目 Ｐ８８     補充問題 

 ７限目         確認テスト 

第２節 ２次関数の値の変化 

 １限目 Ｐ８９～Ｐ９０ ２次関数の最大・最小 

 ２限目 Ｐ９１～Ｐ９２ ２次関数の定義域と最大・最小（１） 

 ３限目 Ｐ９３     ２次関数の定義域と最大・最小（２） 

 ４限目 Ｐ９４～Ｐ９５ 最大・最小の応用 

 ５限目 Ｐ９６～Ｐ９８ ２次関数の決定 

 ６限目 Ｐ９９     補充問題 

 ７限目         確認テスト 

第３節 ２次関数と２次不等式 

 １限目 Ｐ１００～Ｐ１０２ ２次方程式の解の公式 

 ２限目 Ｐ１０３～Ｐ１０４ ２次方程式と判別式 

 ３限目 Ｐ１０５～Ｐ１０７ ２次関数のグラフと x 軸の位置関係 

 ４限目 Ｐ１０８～Ｐ１０９ 放物線と直線の共有点の座標 

 ５限目 Ｐ１１０～Ｐ１１３ ２次不等式（１） 

 ６限目 Ｐ１１４～Ｐ１１６ ２次不等式（２） 

 ７限目 Ｐ１１７～Ｐ１１８ ２次不等式の応用 

 ８限目 Ｐ１１８～Ｐ１１９ 連立不等式 

 ９限目 Ｐ１２０      補充問題 

 10限目 Ｐ１２１      章末問題Ａ 

 11限目 Ｐ１２２      章末問題Ｂ 

 12限目           確認テスト 
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第３章 ２次関数 練習問題 解答 

 

練習１ y ＝ x4
2

1
＝ x2  （ x ≧４） 

練習２ )(xf ＝ 122 +− xx  のとき， 

（１） )3(f ＝４        （２） )0(f ＝１       （３） )1(−f ＝４ 

（４） )2(−f ＝９        （５） )( af − ＝ 122 ++ aa   

（６） )1( +af ＝ 1)1(2)1( 2 ++−+ aa ＝ 2a  
 

練習３ 

（１） )(xf ＝ bax +  のとき， 

   )2(f ＝ ba +2 ＝８ ………… ① 

   )1(−f ＝ ba +− ＝－４ …… ② 

   ①－② より， a3 ＝１２ よって，a ＝４ 

   これを① に代入して，b ＝０ 

（２） )(xf ＝ bax +  のとき， 

   )0(f ＝b ＝２ …………… ① 

   )3(f ＝ ba +3 ＝－７ …… ② 

   ① を② に代入して， a3 ＝－９ よって，a ＝－３ 

   また，① より，b ＝２ 
 

練習４ 関数 y ＝ 42 +− x  （－２≦ x ≦１）について， 

（１）グラフは右図のとおり 

（２）値域は ２≦ y ≦８ 

（３）最大値 ８（ x ＝－２ のとき），最小値 ２（ x ＝１ のとき） 
 

研究 練習１ 

（１）点Ａ(２，３)  は第１象限     （２）点Ｂ(２，－３)  は第４象限 

（３）点Ｃ(－２，３) は第２象限     （４）点Ｄ(－２，－３) は第３象限 

 

研究 練習２ 点Ｐ(３，－１) に対して， 

（１） x 軸に関して対称な点はＱ(３，１) 

（２） y 軸に関して対称な点はＲ(－３，－１) 

（３）原点Ｏに関して対称な点はＳ(－３，１) 

 

練習５ 

（１） y ＝
23x  …… 下に凸  （２） y ＝

23x−  …… 上に凸 

（３） y ＝
2

3

1
x  …… 下に凸  （４） y ＝

2

3

1
x−  …… 上に凸 

 

練習６ y ＝ 12 2 −x  のグラフの頂点は(０，－１)，軸は y 軸（直線 x ＝０） 

 



- 3 - 

 

 

練習７  

（１） y ＝ 32 +x     （２） y ＝ 12 2 +− x    （３） y ＝ 22 −− x    （４） y ＝ 4
2

1 2 −x  

     

   頂点(０，３)      頂点(０，１)      頂点(０，－２)      頂点(０，－４) 

   軸 y 軸        軸 y 軸        軸 y 軸         軸 y 軸 

 

練習８  

（１） y ＝
2)2( −x     （２） y ＝

2)1(2 +x    （３） y ＝
2)3( −− x    （４） y ＝

2)2(2 +− x  

           

   頂点(２，０)      頂点(－１，０)      頂点(３，０)      頂点(－２，０) 

   軸 x ＝２       軸 x ＝－１        軸 x ＝３       軸 x ＝－２ 

 

練習９  

（１）y ＝ 2)1( 2 +−x    （２）y ＝ 4)2(2 2 −−x    （３）y ＝ 2)1(2 2 ++− x    （４）y ＝ 1)2(
2

1 2 −+− x  

           

   頂点(１，２)      頂点(２，－４)      頂点(－１，２)      頂点(－２，－１) 

   軸 x ＝１       軸 x ＝２         軸 x ＝－１       軸 x ＝－２ 

 

練習１０ y ＝
23x−  のグラフを， 

（１） x 軸方向に４， y 軸方向に２だけ平行移動すると， y ＝ 2)4(3 2 +−− x  

（２） x 軸方向に４， y 軸方向に－２だけ平行移動すると， y ＝ 2)4(3 2 −−− x  

（３） x 軸方向に－４， y 軸方向に２だけ平行移動すると， y ＝ 2)4(3 2 ++− x  
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練習１１ 

（１） xx 82 + ＝ 22 4)4( −+x ＝ 16)4( 2 −+x  

（２） xx 42 − ＝ 22 2)2( −−x ＝ 4)2( 2 −−x  

（３） 862 ++ xx ＝ 83)3( 22 +−+x ＝ 89)3( 2 +−+x ＝ 1)3( 2 −+x  

（４） 1082 +− xx ＝ 104)4( 22 +−−x ＝ 1016)4( 2 +−−x ＝ 6)4( 2 −−x  

（５） xx 52 + ＝

22

2

5

2

5








−








+x ＝

4

25

2

5
2

−







+x  

（６） 12 +− xx ＝ 1
2

1

2

1
22

+







−








−x ＝ 1

4

1

2

1
2

+−







−x ＝

4

3

2

1
2

+







−x  

（７） 22 −+ xx ＝ 2
2

1

2

1
22

−







−








+x ＝ 2

4

1

2

1
2

−−







+x ＝

4

9

2

1
2

−







+x  

（８） 1272 +− xx ＝ 12
2

7

2

7
22

+







−








−x ＝ 12

4

49

2

7
2

+−







−x ＝

4

1

2

7
2

−







−x  

 

練習１２ 

（１） 382 2 −− xx ＝ 3)4(2 2 −− xx ＝ 3}4)2{(2 2 −−−x ＝ 11)2(2 2 −−x  

（２） 493 2 ++ xx ＝ 4)3(3 2 ++ xx ＝ 4
4

9

2

3
3

2

+












−







+x ＝ 4

4

27

2

3
3

2

+−







+x ＝

4

11

2

3
3

2

−







+x  

（３） 342 2 ++− xx ＝ 3)2(2 2 +−− xx ＝ 3}1)1{(2 2 +−−− x ＝ 5)1(2 2 +−− x  

（４） 162 2 +−− xx ＝ 1)3(2 2 ++− xx ＝ 1
4

9

2

3
2

2

+












−







+− x ＝ 1

2

9

2

3
2

2

++







+− x ＝

2

11

2

3
2

2

+







+− x  

 

練習１３ 

（１） y ＝ 562 +− xx   （２） y ＝ 382 2 ++ xx   （３） y ＝ 163 2 ++− xx   （４） y ＝ 242 +−− xx  

    ＝ 59)3( 2 +−−x     ＝ 3)4(2 2 ++ xx      ＝ 1)2(3 2 +−− xx      ＝ 2)4( 2 ++− xx  

    ＝ 4)3( 2 −−x       ＝ 3}4)2{(2 2 +−+x    ＝ 1}1)1{(3 2 +−−− x    ＝ 2}4)2{( 2 +−+− x  

           ＝ 5)2(2 2 −+x      ＝ 4)1(3 2 +−− x      ＝ 6)2( 2 ++− x  

         

   頂点(３，－４)     頂点(－２，－５)     頂点(１，４)      頂点(－２，６) 

   軸 x ＝３       軸 x ＝－２        軸 x ＝１        軸 x ＝－２ 
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（５） y ＝ 162 2 −− xx ＝ 1)3(2 2 −− xx       （６） y ＝ xx 32 +− ＝ )3( 2 xx −−  

    ＝ 1
4

9

2

3
2

2

−












−







−x ＝ 1

2

9

2

3
2

2

−−







−x     ＝













−







−−

4

9

2

3
2

x  

    ＝
2

11

2

3
2

2

−







−x                ＝

4

9

2

3
2

+







−− x  

               

    頂点(
2

3
，

2

11
− )，軸 x ＝

2

3
          頂点(

2

3
，

4

9
)，軸 x ＝

2

3
 

 

練習１４ 

 y ＝ xx 42 2 − ＝ )2(2 2 xx − ＝ }1)1{(2 2 −−x ＝ 2)1(2 2 −−x  より，頂点は (１，－２) である。 

（１） y ＝
22x  の頂点は (０，０) であるから， 

   x 軸方向に－１， y 軸方向に２ 平行移動すればよい。 

（２） y ＝ 342 2 −+ xx ＝ 3)2(2 2 −+ xx ＝ 3}1)1{(2 2 −−+x ＝ 5)1(2 2 −+x  より， 

   頂点は (－１，－５) であるから， 

   x 軸方向に－２， y 軸方向に－３ 平行移動すればよい。 

 

研究 練習１ 

  y ＝ 352 2 +− xx  のグラフを， x 軸方向に－２， y 軸方向に１ 平行移動すると， 

1−y ＝ 3)2(5)2(2 2 ++−+ xxx  

  ＝ 3)2(5)44(2 2 ++−++ xxx  

  ＝ 132 2 ++ xx  より， 

y ＝ 232 2 ++ xx  

 

研究 練習１ 

  y ＝ 142 ++ xx  のグラフを， x 軸， y 軸，原点に関して対称移動すると， 

x 軸： y− ＝ 142 ++ xx  より，    y ＝ 142 −−− xx  

y 軸： y ＝ 1)(4)( 2 +−+− xx  より，  y ＝ 142 +− xx  

原点： y− ＝ 1)(4)( 2 +−+− xx  より， y ＝ 142 −+− xx  

第３章 ２次関数 補充問題 解答 
 

１． a ＜０ のとき， )(xf ＝ bax +  （－１≦ x ≦５）とおくと， 

   )1(−f ＝ ba +− ＝１３ ……… ① 
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   )5(f ＝ ba +5 ＝１ ………… ② 

   ②－① より， a6 ＝－１２ よって，a ＝－２ 

   ① に代入して，b ＝１１ 

２． 

（１） y ＝ 242 2 +− xx ＝ )12(2 2 +− xx       （２） y ＝ 1
2

1 2 −+− xx ＝ 1)2(
2

1 2 −−− xx  

    ＝
2)1(2 −x                   ＝ 1}1)1{(

2

1 2 −−−− x ＝
2

1
)1(

2

1 2 −−− x  

               

    頂点(１，０)，軸 x ＝１            頂点(１，
2

1
− )，軸 x ＝１ 

 

（３） y ＝ )2)(1( −− xx ＝ 232 +− xx       （４） y ＝ )3)(12( +− xx ＝ 352 2 −+ xx  

    ＝ 2
4

9

2

3
2

+−







−x ＝

4

1

2

3
2

−







−x       ＝ 3

2

5
2 2 −








+ xx ＝ 3

16

25

4

5
2

2

−












−







+x  

                           ＝ 3
8

25

4

5
2

2

−−







+x ＝

8

49

4

5
2

2

−







+x  

               

    頂点(
2

3
，

4

1
− )，軸 x ＝

2

3
          頂点(

4

5
− ，

8

49
− )，軸 x ＝

4

5
−  

 

３． 

（１） y ＝ 142 2 −− xx ＝ 1)2(2 2 −− xx ＝ 1}1)1{(2 2 −−−x ＝ 3)1(2 2 −−x  より， 

   頂点Ａ(１，－３) 

（２）放物線を x 軸方向に２， y 軸方向に－１ 平行移動すると，頂点は点(３，－４) に移るので， 

   移動後の放物線の方程式は， 

   y ＝ 4)3(2 2 −−x ＝ 4)96(2 2 −+− xx ＝ 14122 2 +− xx  
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練習１５ 

（１） y ＝ 4)3(2 2 +−x   

   最小値 ４（ x ＝３ のとき），最大値 なし 

（２） y ＝ 3)1(2 2 −+− x   

   最大値 －３（ x ＝－１ のとき），最小値 なし 

 

練習１６ 

（１） y ＝ 562 +− xx ＝ 59)3( 2 +−−x ＝ 4)3( 2 −−x  より， 

   最小値 －４（ x ＝３ のとき），最大値 なし 

（２） y ＝ 142 2 −+ xx ＝ 1)2(2 2 −+ xx ＝ 1}1)1{(2 2 −−+x ＝ 3)1(2 2 −+x  より， 

   最小値 －３（ x ＝－１ のとき），最大値 なし 

（３） y ＝ 242 +−− xx ＝ 2)4( 2 ++− xx ＝ 2}4)2{( 2 +−+− x ＝ 6)2( 2 ++− x  より， 

   最大値 ６（ x ＝－２ のとき），最小値 なし 

（４） y ＝ xx 82 2 +− ＝ )4(2 2 xx −− ＝ }4)2{(2 2 −−− x ＝ 8)2(2 2 +−− x  より， 

   最大値 ８（ x ＝２ のとき），最小値 なし 

（５） y ＝ 132 ++ xx ＝ 1
4

9

2

3
2

+−







+x ＝

4

5

2

3
2

−







+x  より， 

   最小値 
4

5
− （ x ＝

2

3
−  のとき），最大値 なし 

（６） y ＝ xx 52 2 +− ＝ 







−− xx

2

5
2 2 ＝













−







−−

16

25

4

5
2

2

x ＝
8

25

4

5
2

2

+







−− x  より， 

   最大値 
8

25
（ x ＝

4

5
 のとき），最小値 なし 

 

練習１７ 

（１） y ＝
22x  （－２≦ x ≦－１）       （２） y ＝

22x−  （－２≦ x ≦１） 

   値域は ２≦ y ≦８               値域は －８≦ y ≦０ 

   最大値 ８（ x ＝－２ のとき）          最大値 ０ （ x ＝０  のとき） 

   最小値 ２（ x ＝－１ のとき）          最小値 －８（ x ＝－２ のとき） 
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練習１８ y ＝ 142 +− xx ＝ 14)2( 2 +−−x ＝ 3)2( 2 −−x  より， 

（１）－２≦ x ≦１    （２）１≦ x ≦４      （３）４≦ x ≦５      （４）０≦ x ≦４ 

        

 最大値 １３（ x ＝－２）  最大値 １ （ x ＝４）  最大値 ６（ x ＝５）  最大値 １（ x ＝０，４） 

 最小値 －２（ x ＝１）   最小値 －３（ x ＝２）  最小値 １（ x ＝４）  最小値 －３ （ x ＝２） 

 

練習１９ 

（１） y ＝ 322 +− xx  （０≦ x ≦３）      （２） y ＝ 342 −+− xx  （１≦ x ≦４） 

    ＝ 31)1( 2 +−−x                  ＝ 3)4( 2 −−− xx ＝ 3}4)2({ 2 −−−− x  

    ＝ 2)1( 2 +−x                   ＝ 1)2( 2 +−− x  

   最大値 ６（ x ＝３ のとき）           最大値 １ （ x ＝２ のとき） 

   最小値 ２（ x ＝１ のとき）           最小値 －３（ x ＝４ のとき） 

               

 

（３） y ＝ 163 2 −+ xx  （１≦ x ≦３）      （４） y ＝ xx 142 2 +−  （０≦ x ≦７） 

    ＝ 1)2(3 2 −+ xx                   ＝ )7(2 2 xx −−  

    ＝ 1}1)1({3 2 −−+x ＝ 4)1(3 2 −+x           ＝












−







−−

4

49

2

7
2

2

x ＝
2

49

2

7
2

2

+







−− x  

   最大値 ４４（ x ＝３ のとき）           最大値 
2

49
（ x ＝

2

7
 のとき） 

   最小値 ８ （ x ＝１ のとき）           最小値 ０ （ x ＝０，７ のとき） 
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練習２０ 

（１） y ＝ cxx +− 22
 （－２≦ x ≦２）     （２） y ＝ cxx ++− 62

 （１≦ x ≦４） 

    ＝ 1)1( 2 −+− cx                  ＝ cxx +−− )6( 2 ＝ cx +−−− }9)3({ 2
 

                            ＝ 9)3( 2 ++−− cx  

   y  は x ＝－２ で最大値をとるから，       y  は x ＝１ で最小値をとるから， 

   x ＝－２ のとき，                x ＝１ のとき， 

   y ＝ 8+c ＝５ より，c＝－３          y ＝ 5+c ＝－７ より，c ＝－１２ 

               

 

練習２１ 

 ＡＢ＝ x （cm）とすると，ＢＣ＝ x−10 （cm）であり， 

  x ＞０ かつ x−10 ＞０ であるから，０＜ x ＜１０ 

  直角三角形ＡＢＣの面積を y  とすると， 

  y ＝ )10(
2

1
xx − ＝ )10(

2

1 2 xx −− ＝ }25)5({
2

1 2 −−− x  

   ＝
2

25
)5(

2

1 2 +−− x  

  よって x ＝５ すなわち ＡＢ＝５（cm）のとき， 

  面積 y  は最大値 
2

25
（

2cm ） 
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研究 練習１ 

  y ＝ 122 ++− xx ＝ 1)2( 2 +−− xx ＝ 1}1)1({ 2 +−−− x ＝ 2)1( 2 +−− x  （０≦ x ≦a ） 

 ・０＜a ＜１ のとき           ・a ≧１ のとき 

  y  は x ＝a  で最大値           y  は x ＝１ で最大値 

  y ＝ 122 ++− aa  をとる。        y ＝２ をとる。 

           

 

練習２２ 

（１）頂点が点(１，－３) で，点(３，５) を通る。 

   y ＝ 3)1( 2 −−xa  とおくと， 

   点(３，５) を通るので，５＝ 34 −a  

   a4 ＝８ より，a ＝２ よって， y ＝ 3)1(2 2 −−x  

（２）軸が直線 x ＝－１ で，２点(０，５)，(２，－１１) を通る。 

   y ＝ bxa ++ 2)1(  とおくと， 

   点(０，５) を通るので，５＝ ba +  ……………… ① 

   点(２，－１１) を通るので，－１１＝ ba +9  …… ② 

   ②－① より， a8 ＝－１６ よって，a ＝－２ 

   ① に代入して，b ＝７ よって， y ＝ 7)1(2 2 ++− x  
 

練習２３ 
 

（１）









=++

=++

=++

③

②

①







439

024

0

cba

cba

cba

 

   ②－① より， ba+3 ＝０ …… ④ 

   ③－① より， ba 28 + ＝４ 

   よって， ba +4 ＝２ ……… ⑤ 

   ⑤－④ より，a ＝２ 

   ④ に代入して，b ＝－６ 

   ① に代入して，c＝４ 

（２）









=++

−=+−

=+−

③

②

①







939

624

1

cba

cba

cba

 

   ②－① より， ba −3 ＝－７ …… ④ 

   ③－① より， ba 48 + ＝８ 

   よって， ba+2 ＝２ ……… ⑤ 

   ④＋⑤ より， a5 ＝－５ よって，a ＝－１ 

   ⑤ に代入して，b ＝４ 

   ① に代入して，c ＝６ 
 

練習２４ 

  求める２次関数を y ＝ cbxax ++2
 とおくと， 
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  点(２，－２) を通るので，－２＝ cba ++ 24  ……… ① 

  点(３，５)  を通るので， ５＝ cba ++39  ……… ② 

  点(－１，１) を通るので， １＝ cba +−  ………… ③ 

  ①－③ より， ba 33 + ＝－３  よって， ba + ＝－１ …… ④ 

  ②－③ より， ba 48 + ＝４  よって， ba +2 ＝１ ……… ⑤ 

  ⑤－④ より，a ＝２ 

  ④ に代入して，b ＝－３ 

  ③ に代入して，c＝－４ よって， y ＝ 432 2 −− xx  
 

第３章 ２次関数 補充問題 解答 
 

４． 

（１） y ＝ 322 22 +−++ mmmxx ＝ 32)( 2 +−+ mmx  より， 

   最小値は 32 +− m  （ x ＝ m−  のとき） 

（２） 32 +− m ＝－１ より，m ＝２ 
 

５． 

  y ＝ 12 22 ++− axax ＝ 1)( 2 +−ax  （０≦ x ≦２）より， 

（１）a ＜０ のとき      （２）０≦a ≦２ のとき     （３）a ＞２ のとき 

           

  最小値 12 +a （ x ＝０ のとき） 最小値 １（ x ＝ a  のとき）  最小値 542 +− aa （ x ＝２ のとき） 
 

６． 

（１）グラフが３点(３，０)，(－１，０)，(２，６) を通る。 

   x 軸と２点(３，０)，(－１，０) で交わるので， y ＝ )1)(3( +− xxa  とおくと， 

   点(２，６) を通るので，６＝ a3−  より，a ＝－２ 

   よって， y ＝ )1)(3(2 +−− xx  

（２） y ＝ 142 2 ++ xx ＝ 1)2(2 2 ++ xx ＝ 1}1)1({2 2 +−+x ＝ 1)1(2 2 −+x  より， 

   頂点は(－１，－１) であるから， y ＝ 1)1( 2 −+xa  とおける。 

   これが点(０，２) を通るので，２＝ 1−a  より， a ＝３ 

   よって， y ＝ 1)1(3 2 −+x  
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（３） x ＝２ のとき最大値８ をとるので， y ＝ 8)2( 2 +−xa （a ＜０）とおける。 

   この２次関数のグラフが点(１，５) を通るので，５＝ 8+a  より，a ＝－３ 

   よって， y ＝ 8)2(3 2 +−− x  

 

 ２次関数のグラフ（まとめ） 

   ○ 標準形： qpxay +−= 2)( （a ≠０） 

   ○ 一般形： cbxaxy ++= 2
（a ≠０） 

   ○ 分解形： )()(  −−= xxay （a ≠０） 

  （１）２次関数 qpxay +−= 2)( （ a ≠０）のグラフ 

     
2xay =  のグラフを x 軸方向に p ， y 軸方向に q  

     平行移動したものであり， 

     頂点の座標は （ p ，q ），軸の方程式は x ＝ p  

     a ＞０ のとき，放物線は下に凸 

     a ＜０ のとき，放物線は上に凸 

  （２）２次関数 cbxaxy ++= 2
（ a ≠０）のグラフ 

     cbxaxy ++= 2
＝ cx

a

b
xa +








+2

 

      ＝ c
a

b

a

b
xa +





















−








+

22

22
＝ c

a

b

a

b
xa +−








+

42

22

 

      ＝ c
a

b

a

b
xa +−








+

42

22

＝
a

acb

a

b
xa

4

4

2

22
−

−







+  

     と変形できるので， 

     頂点の座標は 






 −
−−

a

acb

a

b

4

4
,

2

2

 

     軸の方程式は 
a

b
x

2
−=  

  （３）２次関数 )()(  −−= xxay （ a ≠０）のグラフ 

     x 軸との交点は ( ，０)，( ，０) 

     軸の方程式は 
2

 +
=x  

 

 

練習２５ 

（１） )4( +xx ＝０ より， x ＝０，－４ 

（２） 652 +− xx ＝０  )3)(2( −− xx ＝０ より， x ＝２，３ 

（３） 132 2 ++ xx ＝０  )1)(12( ++ xx ＝０ より， x ＝
2

1
− ，－１ 

（４） 443 2 −− xx ＝０  )2)(23( −+ xx ＝０ より， x ＝
3

2
− ，２ 
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練習２６ 

（１） 472 ++ xx ＝０ より， x ＝
2

337 −
 

（２） 153 2 −+ xx ＝０ より， x ＝
6

375 −
 

（３） 383 2 −− xx ＝０  )3)(13( −+ xx ＝０ より， x ＝
3

1
− ，３ 

（４） 4129 2 +− xx ＝０  2)23( −x ＝０ より， x ＝
3

2
（重解） 

 

練習２７ 

（１） 222 −+ xx ＝０ より， x ＝ 31−  

（２） 243 2 −− xx ＝０ より， x ＝
3

102 
 

 

練習２８ 

（１） 532 −+ xx ＝０ の判別式Ｄ＝ 209+ ＝２９＞０ よって，実数解は２個 

（２） 453 2 +− xx ＝０ の判別式Ｄ＝ 4825− ＝－２３＜０ よって，実数解は０個 

（２）
4

12 +− xx ＝０ の判別式Ｄ＝ 11− ＝０ よって，実数解は１個 

（４） 3322 ++ xx ＝０ の判別式Ｄ’＝ 33− ＝０ よって，実数解は１個 

 

練習２９ 

  ２次方程式 mxx +− 42
＝０ の判別式Ｄ’＝ m−4  より，実数解をもたないとき， 

  m−4 ＜０ よって，m ＞４ 

 

練習３０ 

  ２次方程式 5)2(2 ++++ mxmx ＝０ の判別式Ｄ＝ )5(4)2( 2 +−+ mm ＝ 162 −m  より， 

  重解をもつとき， 162 −m ＝０ よって，m ＝±４ 

 ・m ＝４  のとき，重解 x ＝
2

2+
−

m
＝－３   ← 962 ++ xx ＝０ を解いてもよい。 

 ・m ＝－４ のとき，重解 x ＝
2

2+
−

m
＝１    ← 422 +− xx ＝０ を解いてもよい。 

 

 

 

 

 

 

練習３１ 

（１） 62 −− xx ＝０ を解くと， )3)(2( −+ xx ＝０ より， x ＝－２，３ 

   よって，共有点の座標は (－２，０)，(３，０) 

 

 ２次方程式の解の公式・判別式 

  ○ ２次方程式 cbxax ++2
＝０（a ≠０）の解は 

a

acbb
x

2

42 −−
= ，判別式は D＝ acb 42 −  

  ○ ２次方程式 cxbax ++ 22
＝０（a ≠０）の解は 

a

acbb −−
=

2

，判別式は D＝ acb −2  
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（２） 132 −+− xx ＝０ より， 132 +− xx ＝０ を解くと， x ＝
2

53
 

   よって，共有点の座標は (
2

53−
，０)，(

2

53+
，０) 

（３） 242 2 ++ xx ＝０ より， 122 ++ xx ＝０ を解くと， 2)1( +x ＝０ より， x ＝－１ 

   よって，共有点の座標は (－１，０) 

（４） 352 2 −− xx ＝０ を解くと， )3)(12( −+ xx ＝０ より， x ＝
2

1
− ，３ 

   よって，共有点の座標は (
2

1
− ，０)，(３，０)  

 

 ２次関数と２次方程式・不等式 

  （１） )(xf ＝ cbxax ++2 （ a ＞０） の場合 
 

判別式 D＝ acb 42 −  acb 42 − ＞０ acb 42 − ＝０ acb 42 − ＜０ 

関数 )(xfy = の 

グラフ 

     

グラフと x 軸の共有点 ２点で交わる １点で接する 共有点なし 

方程式 )(xf ＝０の解 x ＝ ，  x ＝ （重解）  実数解なし 

不等式 )(xf ＞０の解 x ＜ ， ＜ x  x ≠  すべての実数 

不等式 )(xf ＜０の解  ＜ x ＜  実数解なし 実数解なし 

 

  （２） )(xf ＝ cbxax ++2
（ a ＜０） の場合 

 

判別式 D＝ acb 42 −  acb 42 − ＞０ acb 42 − ＝０ acb 42 − ＜０ 

関数 )(xfy = の 

グラフ 

     

グラフと x 軸の共有点 ２点で交わる １点で接する 共有点なし 

方程式 )(xf ＝０の解 x ＝ ，  x ＝ （重解）  実数解なし 

不等式 )(xf ＞０の解  ＜ x ＜  実数解なし 実数解なし 

不等式 )(xf ＜０の解 x ＜ ， ＜ x  x ≠  すべての実数 

 

 ２次不等式が成り立つ条件 

  ○ cbxax ++2
＞０ が常に成り立つ ⇔ a ＞０ かつ acb 42 − ＜０ 

  ○ cbxax ++2
＜０ が常に成り立つ ⇔ a ＜０ かつ acb 42 − ＜０ 
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練習３２ 

（１） 332 ++ xx ＝０ の判別式Ｄ＝ 129− ＝－３＜０ 

   よって，グラフと x 軸の共有点の個数は０個 

（２） 152 2 ++− xx ＝０ つまり 152 2 −− xx ＝０ の判別式Ｄ＝ 825+ ＝３３＞０ 

   よって，グラフと x 軸の共有点の個数は２個 

（３） 22
2

1 2 +− xx ＝０ の判別式Ｄ’＝ 11− ＝０ 

   よって，グラフと x 軸の共有点の個数は１個 

 

練習３３ 

  ２次方程式 252 +++ mxx ＝０ の判別式Ｄ＝ )2(425 +− m ＝ 174 +− m  より， 

（１）関数のグラフが x 軸と２点で交わるとき， 

   174 +− m ＞０ よって，m ＜
4

17
 

（２）関数のグラフが x 軸と共有点をもたないとき， 

   174 +− m ＜０ よって，m ＞
4

17
 

 

発展 練習１ 

（１） 1062 +− xx ＝ 52 −x  とおくと， 1582 +− xx ＝０ より， )5)(3( −− xx ＝０ 

   x ＝３，５ より，共有点の座標は (３，１)，(５，５) 

（２） 1062 +− xx ＝ 62 +− x  とおくと， 442 +− xx ＝０ より，
2)2( −x ＝０ 

   x ＝２ より，共有点の座標は (２，２) 

 

練習３４ 

（１） 42 +x ＜０ より， x ＜－２ 

（２） 63 +− x ＞０ より， x ＜２ 

（３） 34 −x ≧０ より， x ≧
4

3
 

（４） 13 −− x ≦０ より， x3 ≧－１ よって， x ≧－
3

1
 

 

練習３５ 

（１） )3)(1( −− xx ＞０ より， x ＜１， x ＞３ 

（２） )5)(2( −+ xx ＜０ より，－２＜ x ＜５ 

（３） )2)(1( −+ xx ≧０ より， x ≦－１， x ≧２ 

（４） )1( +xx ≦０ より，－１≦ x ≦０ 
 

練習３６ 

（１） 652 +− xx ＞０ より， )3)(2( −− xx ＞０ よって， x ＜２， x ＞３ 

（２） 122 −− xx ＜０ より， )4)(3( −+ xx ＜０ よって，－３＜ x ＜４ 

（３） xx 42 + ≧０ より， )4( +xx ≧０ よって， x ≦－４， x ≧０ 

（４）
2x ≦９ より， )3()3( −+ xx ≦０ よって，－３≦ x ≦３ 
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練習３７ 

（１） 252 2 +− xx ≧０ より， )2)(12( −− xx ≧０ よって， x ≦
2

1
， x ≧２ 

（２） 352 2 ++ xx ＜０ より， )1)(32( ++ xx ＜０ よって，
2

3
− ＜ x ＜－１ 

（３） 122 −+ xx ＝０ を解くと， x ＝ 21−  より， 

   122 −+ xx ≦０ の解は， 21−− ≦ x ≦ 21+−  

（４）
2x －５＝０ を解くと， x ＝ 5  より， 

   
2x －５＞０ の解は， x ＜ 5− ， x ＞ 5  

 

練習３８ 

（１） 12 2 ++− xx ＜０ より， 12 2 −− xx ＞０ 

   )1)(12( −+ xx ＞０ より， x ＜－
2

1
， x ＞１ 

（２） 153 2 −+− xx ≧０ より， 153 2 +− xx ≦０ であり， 153 2 +− xx ＝０ を解くと， 

   x ＝
6

135 
 より，２次不等式の解は，

6

135 −
≦ x ≦

6

135 +
 

 

練習３９ 

（１） 442 +− xx ＞０  （２） 442 +− xx ≧０  （３） 1682 ++ xx ＜０  （４） 1682 ++ xx ≦０ 

   
2)2( −x ＞０ より，   2)2( −x ≧０ より，    

2)4( +x ＜０ より，    
2)4( +x ≦０ より， 

   解は x ≠２       解はすべての実数    解なし          解は x ＝－４ 

         

（５） 144 2 +− xx ＞０  （６） 144 2 +− xx ≧０ 

   
2)12( −x ＞０ より，   

2)12( −x ≧０ より，  

   解は x ≠
2

1
        解はすべての実数 
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練習４０ 

（１） 642 +− xx ＞０  （２） 642 +− xx ≧０  （３） 342 2 ++ xx ＜０  （４） 342 2 ++ xx ≦０ 

   2)2( 2 +−x ＞０ より， 2)2( 2 +−x ≧０ より，  1)1(2 2 ++x ＜０ より，  1)1(2 2 ++x ≦０ より， 

   解はすべての実数   解はすべての実数    解なし          解なし 

           
 

練習４１ 

（１） 532 +− xx ＞０     （２） 12 −+− xx ≧０     （３） 332 2 ++ xx ＜０ 

   5
4

9

2

3
2

+−







−x ＞０      12 +− xx ≦０         3

2

3
2 2 +








+ xx ＜０ 

   
4

11

2

3
2

+







−x ＞０ より，    

4

3

2

1
2

+







−x ≦０ より，    

8

15

4

3
2

2

+







+x ＜０ より， 

   解はすべての実数        解なし             解なし 

         

（４） 1323 2 +− xx ≦０     （５） 6+x ≦
2x         （６） 232 +− xx ＞ xx −22  

   
2)13( −x ≦０ より，       62 −− xx ≧０          222 −+ xx ＜０ 

                    )3)(2( −+ xx ≧０ より，     222 −+ xx ＝０ を解くと， 

                         x ≦－２， x ≧３        x ＝ 31−  より， 

                                   31−− ＜ x ＜ 31+−  

         

x ＝
3

1
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練習４２ 

  ２次方程式 12 2 ++mxx ＝０ の判別式Ｄ＝ 82 −m  より， 

（１）実数解をもつとき， 

   82 −m ≧０ より，m ≦ 22− ，m ≧ 22  

（２）実数解をもたないとき， 

   82 −m ＜０ より， 22− ＜m ＜ 22  
 

練習４３ 

  ２次不等式 532 −++ mmxx ＞０ の解がすべての実数であるとき， 

  ２次関数 y ＝ 532 −++ mmxx  のグラフが x 軸と共有点をもたな 

  ければよいので，２次方程式 532 −++ mmxx ＝０ の判別式 

  Ｄ＝ )53(42 −− mm ＜０ 

    20122 +− mm ＝ )10)(2( −− mm ＜０ よって，２＜m ＜１０ 
 

練習４４ 

（１）




−−

+−

②

①≦





032

045
2

2

xx

xx
 

   ① より， )4)(1( −− xx ≦０ よって，１≦ x ≦４ 

   ② より， )3)(1( −+ xx ＞０ よって， x ＜－１， x ＞３ 

   ①，② より，３＜ x ≦４ 

（２）




++

−+

②≧

①





0107

0124
2

2

xx

xx
 

   ① より， )2)(6( −+ xx ＜０ よって，－６＜ x ＜２ 

   ② より， )2)(5( ++ xx ≧０ よって，x ≦－５，x ≧－２ 

   ①，② より，－６＜ x ≦－５，－２≦ x ＜２ 
 

練習４５ 

（１）－２≦ xx 32 + ≦４ 

   －２≦ xx 32 +  より， 232 ++ xx ≧０ 

   )2)(1( ++ xx ≧０ より， x ≦－２， x ≧－１ …… ① 

   xx 32 + ≦４ より， 432 −+ xx ≦０ 

   )1)(4( −+ xx ≦０ より，－４≦ x ≦１ ……… ② 

   ①，② より，－４≦ x ≦－２，－１≦ x ≦１ 

（２）１０＜ xx 32 + ≦ 122 +x  

   １０＜ xx 32 +  より， 1032 −+ xx ＞０ 

   )2)(5( −+ xx ＞０ より， x ＜－５， x ＞２ …… ① 

   xx 32 + ≦ 122 +x  より， 122 −+ xx ≦０ 

   )3)(4( −+ xx ≦０ より，－４≦ x ≦３ ……… ② 

   ①，② より，２＜ x ≦３ 
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練習４６ 

  切り取る正方形の１辺の長さを x ｃｍ とすると， 

  底面の正方形の１辺が６ｃｍ以上であるから，０＜ x ≦３ …… ① 

  ４個の側面の長方形の面積の和 )212(4 xx − ≧４０ より， 

  )212( xx − ≧１０  )6( xx − ≧５  562 +− xx ≦０ 

  )5)(1( −− xx ≦０ より，１≦ x ≦５ …… ② 

  ①，② より，１≦ x ≦３ 

第３章 ２次関数 補充問題 解答 
 

７． 

  ２次方程式 242 ++ xx ＝０ を解くと， x ＝ 22−  で 

  あるから，放物線 y ＝ 242 ++ xx  と x 軸との２交点は， 

  Ａ( 22−− ，０)，Ｂ( 22+− ，０) とおける。 

  よって，ＡＢ＝( 22+− )－( 22−− )＝ 22  
 

８． 

  ２次方程式 
4

32 −+− mmxx ＝０ の判別式Ｄ＝ 







−−

4

3
42 mm ＝ 342 +− mm  より， 

  342 +− mm ＞０ とおくと， )3)(1( −− mm ＞０ より，m ＜１，m ＞３ であるから， 

  ２次関数 y ＝
4

32 −+− mmxx  のグラフと x 軸と共有点の個数は， 

 ・Ｄ＞０ つまり，m ＜１，m ＞３ のとき，２個 

 ・Ｄ＝０ つまり，m ＝１，３ のとき，  １個 

 ・Ｄ＜０ つまり，１＜m ＜３ のとき，   ０個 
 

９． 

（１） 62 2 −+ xx ＜０ を解くと， )2)(32( +− xx ＜０ より，－２＜ x ＜
2

3
 

   よって，不等式を満たす整数解は， x ＝－１，０，１ 

（２） 24 −x ≧
2x  より， 242 +− xx ≦０ 

  242 +− xx ＝０ を解くと， x ＝ 22   より， 

  ２次不等式の解は， 22 − ≦ x ≦ 22 +  

   よって，不等式を満たす整数解は， x ＝１，２，３ 
 

１０． 

  ２次不等式 axax ++ 22
＜０ が常に成り立つ条件は， 

 ・a ＜０ ……… ① 

 ・ axax ++ 22
＝０ の判別式Ｄ’＝ 

21 a− ＜０ より， 

  a ＜－１，a ＞１ ……… ② 

  ①，② より，a ＜－１ 

第３章 ２次関数 章末問題 解答 
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１．求める放物線の方程式を y ＝ cxbx ++− 22  とおくと， 

  点(－２，０) を通るので，０＝ cb +−− 28  よって， cb −2 ＝－８ ……… ① 

  点(１，１２) を通るので，１２＝ cb ++− 2  よって， cb + ＝１４ ……… ② 

  ①＋② より， b3 ＝６  よって，b ＝２ 

  ② に代入して，c＝１２ 

  よって， y ＝ 1222 2 ++− xx  

２．  

  y ＝ xx 42 2 + ＝ )2(2 2 xx + ＝ }1)1{(2 2 −+x ＝ 2)1(2 2 −+x  より，頂点

(－１，－２) 

  y ＝ bxax ++2 ＝ b
aa

x +−







+

42

22

 より，頂点(
2

a
− ， b

a
+−

4

2

) 

  よって，
2

a
− ＝－１， b

a
+−

4

2

＝－２ より，a ＝２，b ＝－１ 

３． 

  点Ｄ( x ，
24 x− ) とおくと，この長方形の周の長さ l  は， 

  l ＝ )4(24 2xx −+ ＝ 842 2 ++− xx ＝ 8)2(2 2 +−− xx  

   ＝ 8}1)1{(2 2 +−−− x ＝ 10)1(2 2 +−− x  （０＜ x ＜２） 

  よって， x ＝１ のとき， l  は最大値１０ をとり， 

  このとき，ＢＣ＝２ 

４． 

（１） y ＝ mmxx +−2
＝ m

mm
x +−








−

42

22

 より， k ＝ m
m

+−
4

2

 

（２） k ＝ m
m

+−
4

2

＝ )4(
4

1 2 mm −− ＝ }4)2({
4

1 2 −−− m  

   ＝ 1)2(
4

1 2 +−− m  

   よって，m ＝２ のとき k  は最大値１ をとる。 
 

５．２次関数 y ＝ cbxxa ++2
 のグラフが右の図のとき， 

（１）a ＜０    （２） c＞０     （３）
a

b

2
− ＞０ 

（４）b ＞０    （５） acb 42 − ＞０  （６） cba ++ ＞０ 

 

６． 

  bxax ++− 22 ＞０ より， bxax −−22 ＜０ …… ① 

  －１＜ x ＜２ を解として 
2x の係数が２の２次不等式は， 

  )2)(1(2 −+ xx ＜０ すなわち， 422 2 −− xx ＜０ …… ② 

  ①と②を比較して，a ＝２，b ＝４ 
 

７． 

  ２次関数 y ＝ axax +− 22
 において， y の値が常に正のとき， 

 ・ axax +− 22
＝０ の判別式Ｄ’＝ aa −2

＜０ より， 

  )1( −aa ＜０ よって，０＜a ＜１ 
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８． 

   y ＝ 542 2 +− xx ＝ 5)2(2 2 +− xx ＝ 5}1)1{(2 2 +−−x ＝ 3)1(2 2 +−x  より，頂点Ｐ(１，３) 

（１） x 軸に関して点Ｐと対称な点は，Ｑ(１，－３) 

（２）もとの放物線と x 軸に関して対称な放物線の方程式は， 

   y ＝ 3)1(2 2 −−− x ＝ 3)12(2 2 −+−− xx ＝ 542 2 −+− xx  

 

別解（２） y ＝ 542 2 +− xx  において， y の代わりに y−  を代入すると， 

     y− ＝ 542 2 +− xx  より， y ＝ 542 2 −+− xx  

 

 点とグラフの平行移動・対称移動 

 

（１）点の平行移動・対称移動 （２）関数のグラフの平行移動・対称移動 

 ○ x 軸方向に p ， y 軸方向に q  平行移動 

  （a ，b ）→（a ＋ p ，b ＋ q ） 

 ○ x 軸に関する対称移動 

  （a ，b ）→（a ，－b ） 

 ○ y 軸に関する対称移動 

  （a ，b ）→（－a ，b ） 

 ○ 原点に関する対称移動 

  （a ，b ）→（－a ，－b ） 

 ○ 直線 y ＝ x に関する対称移動 

  （a ，b ）→（b ，a ） 
 

 ○ x 軸方向に p ， y 軸方向に q  平行移動 

   y ＝ )(xf   → y ＝ )( pxf − ＋ q  

 ○ x 軸に関する対称移動 

   y ＝ )(xf   → y ＝－ )(xf  

 ○ y 軸に関する対称移動 

   y ＝ )(xf   → y ＝ )( xf −  

 ○ 原点に関する対称移動 

   y ＝ )(xf   → y ＝ )( xf −−  

 ○ 直線 y ＝ x に関する対称移動 

   y ＝ )(xf   → x ＝ )(yf  
 

 

９． 

（１）点Ｐ( x ， 102 +− x ) （０≦ x ≦５）とおけるので， 

   
2OP ＝ 22 )102( +−+ xx ＝ 22 )5(4 −+ xx ＝ )2510(4 22 +−+ xxx ＝ 100405 2 +− xx  

（２）
2OP ＝ 100)8(5 2 +− xx ＝ 100}16)4({5 2 +−−x ＝ 20)4(5 2 +−x  

   よって， x ＝４ のとき，線分ＯＰの長さは最小値 20 ＝ 52  
 

１０． 

   y ＝ xx 42 − ＝ 4)2( 2 −−x  （ a ≦ x ≦ a ＋２）において， 

（１）[１] a ＜０        [２] ０≦a ≦２         [３] ２＜a  

     

  最小値 42 −a （ x ＝ 2+a ）   最小値 －４（ x ＝２）    最小値 aa 42 − （ x ＝a ） 
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（２）[１] a ＜１        [２] a ＝１           [３] １＜a  

     

  最大値 aa 42 − （ x ＝a ）   最大値 －３（ x ＝１，３）   最大値 42 −a （ x ＝ 2+a ） 

 

１１． 

   
22 2axax −− ＜０ より， )2)(( axax −+ ＜０ 

   )2)(( axax −+ ＝０ とおくと， x ＝ a− ， a2  であり， 

（１）a ＞０ のとき， a− ＜ a2  より，２次不等式の解は， a− ＜ x ＜ a2  

（２）a ＜０ のとき， a2 ＜ a−  より，２次不等式の解は， a2 ＜ x ＜ a−  

 

１２． 

   ２次関数 y ＝ 622 +−− mxmx  のグラフが x 軸の正の部分と異なる２点で交わるためには， 

   )(xf ＝ 622 +−− mxmx  とおいて， 

  ・放物線の軸 x ＝m ＞０ ……… ① 

  ・２次方程式 622 +−− mxmx ＝０ の判別式 

    Ｄ’＝ 62 −+mm ＞０ より， )2)(3( −+ mm ＞０ 

    よって，m ＜－３，m ＞２ ……… ② 

  ・ )0(f ＝ 6+−m ＞０ より，m ＜６ ……… ③ 

   ①～③ より，２＜m ＜６ 

 


